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カビールの伝記とその意味

ｲ縮本泰元

1．パクティとサントの思想

ヒンドゥー教の二千年余りの長い歴史のなかで，人々の信仰に新たなる

生命力を吹き込み，それを活性化し新しい救済鐙と世界観を提示し続けた

のは,ヴェーダ時代以来から一貫して流れている帰一思想(aikantikadhar・

ｍａ)を縫調とする，通商の神格に対する情熱的な婦依の思想パクティであ

った。

神への到逮方法として念想や知識を説くウパニシャッド的な主知主義を

継承する『バガヴァッド・ギーター』に端を発したパクティ思想は，神格

の実体的な能力（シャクティ）を認め，それを媒介として目標を成就する中

世祭式主義（タントリズム）の説く神の「恩in（アヌグラハ)」の思想を受容

し,やがて,南インドのタミル地方の土軒的な｢地上の神｣観念や，男女の恋

愛を高らかに霞う極めて現世主義的な文学的土壌の中に育まれ，１０世紀こ

ろ『バーガヴァタ・プラーナ』として結実した。このプラーナは，職高の

人格神クリシニナと牛飼い女ゴーピーたちの甘美な恋愛感情（m団dhurya、

bhava）こそが至闘のパクティのあり方であり，神性への個我の融合・解

消である解脱（mukti）を説く従来の一元輪的救済鐙を超えた，神と個我
（１）

の永逮の共働関係（Iila：「遊Ulh｣）を至闘の目標と説く．

このパクティ思想は，11～12世紀の南インドのラーマーヌジャなどのヴ

ニーダーンタ哲学者によって哲学的に体系化され，その後のヴィシュヌ教

神学の中枢を占めるに至り，北インドに伝えられたのちは，およそこの時

代から始まる各地域の独自の言語的・文化的展開に呼応した民衆的宗教迎

動の中心的な思潮となり，１５～16世紀の中世中期には多くの宗教時人を飛

出した。

パクティ思想の歴史的展DIIの大きな潮流の中には，しかし，ヴィシニヌ
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教神学の思想的枠組に収まり切らない人々も存在した。ヴィシニヌ教では，

最高の人橘神ヴィシニヌが，現世の人々の要諦に応えてさまざまな姿をと

りこの世に降誕してくるというアヴァクーラ（化身）思想が，一方ではそ

の親近性のゆえに民衆の大きな支持を得ることに成功すると同時に，他方

では，そこに内在する階層性ゆえにヒンドゥー社会のカースト体制をIHI接
（２）

的に支える理諭として為政者に利用されてきた。このような人格神の降誕

というアヴァターラ思想を麹めない，社会的には低い階層に属する人々が

14～16世紀の西インドおよび北インドに翠出したのであった。彼らは，サ

ント（sant「皿行者｣，「聖者｣）と呼ばれ，宗教思想史・文学史上において一

連の系譜(parampar且)をなし，しかもそのうちの幾人かは表面的には非ヒ

ンドゥー教徒ないしはイスラーム教徒であり，中世・近世においてヒンド

ゥー・イスラーム両宗団の橘わたしをなした，インド文化史12頑要な唯一

の存在であった。

サントたちは，本来的に非宗派的であったが，彼らの多くは後代その系

譜に迎なる人々によって創設された彼らの名を冠する宗派のⅢ祖とされて

いる。彼らは，共通する教義体系は持っていないのであるが，いくつかの

主要な共通する思想（sant､mat）をもっている。サントたちが追求する至

高の存在に対する観念が，それである。彼らの説くバクティは「ニルグ
（３）

ナ・バクティ」（nirguUabhakti）と命名され分類されている。「ニルグナ」

という術語は，至高の存在たる神あるいは究極的な典実とそのあり方が，

屈性をもたないことを第一義とする。さらに「ニルグナ」には物質的な現

象世界の梢成要素（グナ）を超えたものの意味があり，したがって，この

用誘は，至高なる其実在の物質的側面を完全に排除した純粋精神の両を強

調する意味をも包含している。「パクティ」という術語は，「共に分かつ，

参画する，敬慕する」意味の助詞語根（bhaj.）から派生した名詞で，「帰

依」を意味するばかりでなく，「神性の共有，神性への参画」の意味を内

包していると考えられる。サントたちは，また「ニルグナ」なる至高の其

実在が，それを探求する人Ⅲ個我の心奥に本来的にかつ普通的に存在する

と説く。「ニルグナ・バクティ」とは，つまり，全ての属性と物質性・現

象性を超越すると同時に個我の内奥に本来的に存在する唯一絶対の，言表

不可能な其実在を覚知し，それに自己の全存在を捧げることを意味するの
（４）

である。
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２．カビールのパクティとカピール像

空(§unya)［にして］本然（sahaja）［なるもの］を心に念趣して，ひ

とつの光が現われた。

その存在（puru5a）に私は［自己を］擁げる，［その］無基体［なるも

の］に。（ＢＩ”"wzi'ji7）

「ニルグナ・パクティ」の思想を充全に表現する上に引用した詩句は，

北インドのサントの系淵の初めに位１mするカピール（Kabirl398-l448Ap、

ころ）の苫説の主要な染成『ピージャク』（B加侮「秘密を教示するもの」の意

味。以下ＢＪと略肥する）の一節である。

カピールの言説の梨成には三系統の伝本があるが，Ｂｒは，『パーガヴァ

タ・プラーナ』に説かれた，神と個我の関係を世俗の恋人，親子，友人，

奴侭の関係に捉え情感的な，ある場合には熱狂的な帰依を説くパクティの

要楽は極めて少なく，他の二系統の梨成とは，その性格を異にしている。

他の二系統のひとつは，スィク教聖典『アーディ・グラント』（八㎡i,9J'α"肋，

｢根本聖典」の意味。以下ＡＣと略記する）中のｑＭ依者の語録」（Bﾊﾛ召、‐

砿jJi）などに収められている狩節である。もう一つの系統は，カピールよ

り後の時代の主要なサントであるダードゥー（Dadul副4～1603Ａ.ｕころ）

を祖とするダードゥー派編纂の５人のサントの語録『パンチ・ヴァーニー』

(Rzjic．v鉤'i,以下Ｐｖと略記する）である。ＡＣとＰｖに収録されているカ

ピールに冊せられる詩節の多くは，その詩の形式の冒頭の句と時人の名前

を味み込む結末の句の中に多くの悩感的なバクティの要索を含んでいる。

とくにＰＶはこの傾向が強く，それはＰＶが綱纂された17世紀前半の時

期と地域において，クリシュナ・パクティが隆盛であったことの影癖が椎
（５）

定される。かくして，カピールの１J;i典から二つのカピール像が浮かび上が

ってくるのである。Ｂｒのカピールは，真実に面面し自己の内而を見つめ

る帰依者の力強さ，責任，誠実さを強調し，その詩のほとんどが開悟のの

ちに発せられた曾葉であり迷盲の人々と対話を始める導師の言葉である。

一方，ＰＶのカピールは，自己の無力さや罪深さを告白し全能の人格神に

示現を哀願し自己の救済を祈る。三系統の染成に共通する主題がヒンドゥ

ー･イスラーム両教の形式主義およびヴァルナ･カースト体制に対する而烈

な批判であり，典実在の否定的表現，絶対的境地・自由の逆説表現であり，
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秘教的なハタヨーガ（Ha1hayoga）の比峨表現を使用している馴爽からす

れば，クリシニナに救済を哀願するＰＶに描かれた他力本願的なカピー
（６）

ルの姿Iま，異質というほかない。

こうしたカピール像の、屈性について，カピールの後代に作成された甘

説の染成までをも資料に含め，カピールの思想の総合的研究を初めて行い

記念碑的業繊を残したハザーリープラサード・ドゥヴィヴェーディーは，
（７）

大Ｈ１的な見地から次のように説明している。ただし，この説明には，カピ

ール以後のパクティの思想史・文学史の中で隆盛となりＰＶの特徴ともな

っている，個我・冊依者の人格神に対する救済の哀願（vinaya）と，個我．

帰依者が知覚しそれによって神への愛Iiiが純化される神との別離（viraIum）

という二つのテーマについて明示的な考察がなされていないことは付言し

ておく必要があろう。

カピールはヨーガ道に傾倒していた。このヨーガ道は先祖伝来のもの

であった。のちに彼はラーマーナンド（Rammand）に遭った。ラーマ

ーナンドの知辿を得る以前にカピールが，ヨーガ週の伝統から得た妥

協を許さない不擦不屈の精神だけを自己の詩の中で説き，バクティの

情趣をまったく歌わなかったということはあり得ないことではない。

カピールのような自由闘達な人物が，誤りと考えたものに，それが祖

先伝来のものであるという理由で永久に固執し続けはしないであろう。

偉大な師ラーマーナンドがカピールにパクティという妙薬を与えた

日から，カピールは「本然なる三昧」（sahaja･Ｓａｍ団dhi）の伝授を受け

て,目を閉じ耳塞ぐ弧わしさに別れを告げ，印契（mudrii）や坐法

(且sana）を墨守することに別れを告げたのであった。彼の日常の歩み

が行逆(parikram且）となり，日常の生業が［神への］奉仕（ＢＧＶ圏）と

なり,枇臥が礼拝行となり，語りが名号念舗となり，飲食が供謹(puja）

に取って替わった。ハタヨーガの頑わしさは遠のき゛目を見開いてカ

ピールは最高神の甘美な形態を見，耳をDIIけて奏でられざる音(an諏一

ata.､銅a）を聴き，行住坐臥つねに三昧の法悦に浸り歓喜の極みのＩＩＪ

でカピールは宣言した。

「サードゥ（求、者)よ,本然なる三昧(sahaja･samadhi）はすばらし

い。師の威光が生じ，日々いや地した。

－１０６－
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[私が］どこを排回するとも，それは［聖地の］行iiiであり，何を

なしてもそれは奉仕となる。

[私が］横臥すれば，それは礼拝となり，他のいかなる神も供養せ

ず。

[私が］語れば，それは称名であり，聴けば念想であり飲食が供養

である。家も廃屋も［私には］同じ，他の考えはなし。

〔私は］眼をIHIじず耳を塞がず［体に］少しも苦痂を与えず。

開けた眼で笑いのうちに，美しき［神の］変を認識する。

語（爵abad＜sdbda）が術に［私の］心に住し汚れた欲望を捨てた。

立っても座しても［その譜は私を］離れず，かくして彼岸に識いた。

力ビールは言う，兄弟よ，この至満の桃惚の境地（ununanI）が明ら

かになるとき，苦楽を超えた股簡の境位，そこに入って住すべし｡」

ドゥヴィヴヱーディーは，この税明のあとに感竹を昂ぶらせて，カピール

にＩＨＩ感あふれるパクティをもたらした師ラーマーナンドを蘭<称賛し，次

の二行詩（do11a）ﾆｲﾘを引用して章をＩＭＩじている。

カピールは言う，愛情の銀，わが上に来たりて雨降らす。

心中のアートマンは潤い，森の樹々は緑なす。

カピールは言う，完全なるもの（プラプマン）を知り，すべての苦を遠

ざけぬ。アートマンを無垢になし，その［プラフマンの］前に術に居

る。

（８）

この二行詩二句は，しかし，ＰＶにのみ収録されて0,て，Ｂｒは言うに及

ばずＡＣにすら収められていない。ドゥヴィヴニーディーにとり，ＰＶ

とＢｒのテクスト上のカピール像のIIiRYi性の問題は，パクティ述動という

中世思想史上の大きな潮流のIITでラーマーナンドというパクティの師匠を

介在させることによって解決されたかに見える。しかしながら，ラーマー

ナンドの人物や思想については，ラーマーナンドの自著とされる文献が，

ごく少数しか見出されておらず，カピールの場合と同様に，後代に作られ

た伝記と，Ｉ:1藩とされる文献とによってその「原像」を辿らざるを得な

い｡
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3．伝記に見るカピールとラーマーナンド

カピールとラーマーナンドの関係の最古とされる妃述は，ナーバーダー

ス（Nﾖbhﾖdiis）が，［1分より以前にパクティの教えを広めるのに宜献した，
（９）

神話・伝説_上の人物をも含めた聖者・信徒たちの伝３２『バクト・マール』

(Bﾊﾛﾉｾﾞﾙ加面/,「信徒列伝｣，以下ⅣＢと略記する）を著わしているが，その中で

次のように述べられている。

§rlramanujapaddhatipratapaavaniamTtahvaianusaryoll

devacarajadvitiyamahamahimahariy且､amdal

tasyaraghavanandabhaさbhaktanakomanamdall

patraraIambａｐｒｔｈｉｖｉｋａｒｉｖａｋａ６ｉｓｔｈａｉｌ

c且ribaranaii6ramasabahlkobhaktidrrhaill

tinakeram且namdapragatavi§vamangaIajinhavapudharyol

5riramanujapaddhatipratapaavaniamrtahvaianusaryoll3511

聖ラーマーヌジャの道と威光，地上に甘露となりて拡まりぬ。デーヴ

ァ・アーチャーリヤ，第二は偉大なハリ・アーナンド。その［弟子］

ラーガヴァ・アーナンド山で{門徒らの醤れ間し。［その］枝葉大地を

支えにカーシーに根づく。四ヴァルナ・アーシニラマ（四住期）［に住

す］諸びとのパクティを堅固になす。その〔弟子］ラーマーナンド即

われて世界の安寧を体となす。聖ラーマーヌジャの道と威光，地上に

廿露となりて拡まりぬ。

sriramanandaraghunathajyomdutiyasetujagataranakiyoll

a､ant団nandakabirasukhasurasurEipadmavatinaraharil

pipabhav且nandaraid息sadhanasenasurasurakigharharill

aurau5iSyaprasiSyackateeｋａｕｊ団garal

vi6vamangala豆dharasarvEinandada§ａｄｈａｋｅ包garal

bahutakaIabapudh5rikaipranatajananakaumparadiyol

6riramanandaraghunathajyomdutiyasetujagatarankiyoll３６１１
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，、ラーマーナンド，ラグナータ（ラーマ抑）の如く節この橋を架けこの

世を教えり。アナンクーナンド，カピール・スカー〔アーナンド],

スルスラー［アーナンド]，パドマーヴァティー，ナルハリ［アーナ

ンド〕･ビーバー，パヴァーナンド，ライダース,ダナー,セーナー，

スルスラー［アーナンド〕の妾。他の弟子・孫弟子ら次から次へと顕

れる。世界の安寧の砿［なし］全てアーナンド［を名に持つものたち］

は十種の旗,,l(。久しく身体を排しては州依の人を彼片↓に波せり。聖ラ

ーマーナンド，ラグナータ（ラーマ神）の如く第二の橘を架けこの世を

救えり。

この`け句から，ラーマーナンドはラーマーヌジャから数えて五代目の弟子

であり，カピールはラーマーナンドの直弟子であると,ナバーダースがある

低承を保持し鰹数していたことが分かる。ラーマーヌジャは，ヴィシニヌ

教杣学の立場からヴェーダーンタ哲学のプラフマン一元論を解釈し，個我

と非WMvll的瓢物からなる身体を持ちそれによって限定されたプラフマンー

ニk率lvlI（ナーラーヤナ神）が唯一喪ｲ１２であるとする被限定者一元識（vi§i弓t罰．

dvaita）を創咄した。ラーマーヌジャらヴィシニヌ教杣I学者たちは，６世

紀後半がら９世紀にかけて大いに盛んになった，熱狂的な絶対ｌ価依を自ら

の母艦で高らかに詠う民衆的なパクティ迎動と，600年ころより大ｉｉｉに縮

纂され始めたクントラ又IIiRのうち『パーンチャラートラ水染』が鋭く，多

元的現象世界は神の能力（sakti)＝女神がDII腰した実在するものであると

いう，思想的土壌の上に立ち，これら両者の魁想を，伝統的なヴニーダー

ンタ学派のプラフマンー元捨の'１１に統合して位概づけようとしたわけであ
(１０）

る。ナーバーダースは，ラーマーヌジャのこうしたdEMu的系譜については

全くiMiっていないが，ヴィシニヌ派（Bh且gavata-dharma･sampradiiya）の４

大宗派のひとつとして、スィンドゥジ十一（Sindhuj団ルラクシニミー（L孔．

膣ｍｉ）女神･シニリー（Sri）女神にバクティを捧げる宗派であるシニリー

派（STN､sampradaya）を確立した指導者であるとし，ヴィシニヌ・スワー

ミー（ⅥごmuSvami）派，ニンバールカ（Ｎｉｍｂ証ka）派，マドヴァアーチ１．

－リヤ（Madhv団carya）派の各師匠とともに，未法の時代（ka腓yuga）に，
（11）

肉体をもちこのU』；に化身（vydha）した，と妃述している。

ところで，この伝記を犯したナーパーダースは，ラーマ神話の故地アヨ

－１０３－
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一ディヤーに住すラーマーナンド派所属の出家側スィーターラームシャラ

ン・バグワーンプラサード・‘ループカラー，(Sitaram6aTaDBhagvanpra索。

`Rdpkala,）が1909年に薪わした注釈『パクティ・スダースワード・ティラ

ク』（BAQhlis“ｈ`s繭｡."ﾉaJb）の記述およびその後の研究によれば，ラーマ

ーナンドから数えて五代目の弟子にあたり，現ラージャスターン州ジャイ

プル市北西110kｍにあるスィカル（Sika『）近郊のライヴァース（Raivas）

の院主を勤め，おそらく1600年前後ころに『バクト・マール』（/VB）を苦
（12）

わした゜このノＶＢには，チャイタニヤ（1468-1533ころ）派にhriするプリ

ヤーダース（Priyad率）が１７１２年に『パクティラサ・ポーディニー』

(BAaJbji7psa6oｺﾞﾊi"i･以下ＰＢとBill巳する）というカヴィット（kavitt)詩型の

注釈を付けていることも付言しておく。

jVBは，先の31用のように，カピールとラーマーナンドの関係について

極めて簡単にメモふうに犯しているだけである。さらにカピールについて

も出[１，年代など只体的な記述は一切していないが，彼の伝統的な既成ガミ

教に対する態度をかなり容観的に，次のように述べている。

kabirakanirakhinahimvarn韮ramaSatadarasanill

bhaktibimukhａｊｏｄｈａｒｍａｓｏａｄｈａｒｍａｋａｒｉｇａｙｏｌＩ

jogajagyabratadiinabhajanabinutucchadikhayoll

hinduturakapramanaramainiさabadisakhil

pak5apatanahimvacanasabahikehitakibhakhill

arudhadasahvaijagataparamukhadekhInahinabhami

kabirakﾖnirakbinahlmvarna§ramaSatadarasanllI60il

カピール，意に介さずヴァルナ・アーシニラマと六派哲学を。バクテ

ィに背く法は非法と税けり。ヨーガ，供犠，蒋戒，布施をバジャンな

しでは劣ったものと示せり。ヒンドゥー，トゥルクに「ラマイニー｣，

「シャプディー｣，「サーキー」を。偏りなく教えをすべての人の利縦

のために税けり。この世に堅固に立ちて，〔世傍の］顔を気にせず`塊
（13）

けり。カピーノレ，意に介さずヴァルナ・アーシニラマと六派打学を。

ここの「トゥルク」は，当時のイスラーム教徒の呼称である。「ラマイニ

ー１０２－
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－」（プロ"z`ijli）はＲ面"8瓦y“αから派生した譜とされ，現象↓世界と個我の

側係を説くヒンドゥー教の伝統的な形而上学的観念鏑を人間実存の立場か

ら批判する詩句である。「シャプディー」(“b“i）はsabdaから派生した語

で「真実在から発せられる語」あるいは「其実在」そのものを指す語とし

てＢＩで)､いられるている。詩型は皿常パド（pad＜pada｢詠歌」の恵味）と

呼ばれるものと同じ構造で，脚瓠する二行詩が基本的単位である。その内

容は，開悟した導師カピールが迷妄にある聴衆に向かって自己心中に本有

の真実在への覚睡を熱を込めて説いたものである。「サーキー」（s雄肺）は

sakSIから派生した語で「征言句」の意味をもち，カピールが実証した真

実，彼の筬言的教説が中心の内容である。蒋型は一行が13拍十11拍よりな

る脚韻する二行詩で安定した椛造をもっており，上記のパドとともに10～

11世紀以後の近代語の基本時型である。８Ｊの構成は，ナーバーダースの

この記述に従っていて，ＰＶやＡＣに見る時節の配列の方法とは大きく

拠っている。

このようにナーパーダースが，カピールとラーマーナンドとの師弟関係

はごくＭ１略にしか記述せず，またカピールの伝記的な具体的な事柄は記述

せず彼の宗教的姿勢を極めて客観的に記録しているのと対照的に）次に紹

介する伝妃は，カピールの出自，ラーマーナンドへの師事の経線をかなり

｣1体的に描写している。

その広妃は，アナントダース（Anantdiis）が著わしたカピールの伝記

『カピール・パルチャイー』（jmb7r〃ｒｍｒ,以下ＡＫと略記する）である。

八Ｋは，これまでのカピールの伝記研究に写本の形のままで服いられて来

たが,近年,書写年代が18世紀中葉の諸写本を中心にした校訂本が英訳を付

けて，次の書物が公刊された。Lorenzen,、.Ｎ･〔1991〕KlTbi7Legc"ぬ

”αＡ〃α,22α”ぬKhzbirP”“ハロi，Albany：StateUniversityof

NewYorkPress，この序論に記された作者アナントダース論とＡＫの

年代論と特徴をまとめると，次の如くである｡

アナントダースの作品の写本は，インド国内ではほとんどラージャスタ

ーン州ジョードプル市にある州立東洋学研究所（RajasthanPracyavidya

Pmtisthan）に所蔵されている。この事態は偶然ではなく，アナントダー

スの猪写本は，この地方で成立し発展したダードゥー（D団｡u）派とニラン

ジヤン（Niraiijan）派によって伝持されて来たからである。ダードゥー派

－１０１－
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は，ダードゥー・ダヤール（Dadpdayal）を祖師とする宗派で，現在まで

の活､１１の中心地はラージャスターン【１１央部である。この宗派の初期の伝承

に依ればダードゥーはカピールと会い思想的に深い感化を受けた,とされ
（14）

ている。ニランジャン派は，こｵLまでの極めて少ない研究によれば，ハリ

ダース（Haridas）またはハルダース（Hard誌,1456-1544年ころ）が開祖

で，彼は自分の語録の中でカピールの採った方法に従って至高の其実在

(niraiijan＜niraiijana｢無染｣の愈味）を探求すると述べており，またこの派
（15）

はダードゥー派同様ラージャスターン中央部に展開した，とされている。

ラージャスターン地方で17世紀後半ころ編集されたとする５人のサントの

語録梨成であるＰＶ所収のハリダースとは,このニランジャン派のハリ
（16）

ダースと同一人物と思われる。

アナントダースは，ＡＫ以外に他のサント５人の伝記を著わしており，

そのうちでＡＣやＰｖにその語録が収録され，それぞれの縄者ないし宗

派によって尊嵩されていたナームデーヴ（Namdev,1350-1430年ころ）の伝

紀の写本の奥付には著作年代が1588A.、．とあること，また別のサントの

伝記の中に自己の師弟の系譜をラーマーナンドから数えて６代目に位世づ

け，自分の師匠がナーパーダースと法脈上兄弟関係にあると記しているこ

とから，アナントダースは，1600年ころにナーパーダースよりは少し後の

年代に活ＮＩＩし，その時代までに悲名であったサントたちの伝妃を軒わした

ものと思われる。

アナントダースが所属していた宗派は，自己をラーマーナンドの系譜の

,１，に位腿づけていることから，ナーパーダースと同様にラーマーナンド派

であったことが明らかである。

さて，ＡＫの構成を観てみると，ＡＫは全体が13のﾊﾛ'α”んαと呼ば

れる区分に分けられており，チャウパーイー（caup節）詩節13から16にド

ーハー（doh団）１諸姉がついて－鯛のA”“＠Ａαを柵成している。チャ

ウパーイーは，一行が16拍よりなる脚紐する二句からなる二行詩が基本型

であるが，ＡＫは，それを忠実に守っている。Ａｒの第１ＡＰ”“αＡｌａに

はカピールがラーマーナンドに師叩した模棟が，「天の声」という神話的

婆架を介入させて次のように語られている。

(1)kasibasaijuI且h且aikalI1aribhagatanaklpakadlIekａｌｌ

－１００－
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bahutadinas且katamaimgaiyalabaharikagunaIeniraba・

ｈｌｙａｌｌ

カーシーに住すジニラーハー（イスラーム教徒の職工）ひとり，ハリ

（ヴィシュヌ神）の帰依者の道に従えり。

多くのｐ々シャークタ派に費やし，その後ハリの巧徳を讃えて日々営

みぬ。

(2)bidhanambﾖmnibolaiydmlbaiSnaumbinfimmadarasana

dhyumll

jetummaIatiIakabanamvailtorahamaradarasanapEWaill

神がおiliiを江はく，「ヴァイシニナヴ丁（ヴィシュヌ信徒）にあらずば，

われ示現せず。汝が数珠と印（額に付ける宗派印）を身に付けば，汝わ

れの示現を得む｣。

(3)musaIamamnahamarijatilmａｌａｐ豆IhUmkaisibhamtl,l

bhitaubamnIboIyaaihalrarhmamnandapaimdachyaIehall

［カピール応えて曰く］「私のジャーティ（出身）はムサルマーンにし

て数珠をいかにや得む｣。

内なる声かく応えり「ラーマーナンドに師事（dikSa）せよ｣。

(4)rammarimandanadeSaimohilkaisaimdachyapEimums5ill

ratibasaugaiIamaimjailsevagasahatａｖａｉｎｉｋａｓａｉｍａｉｌｌ

［カピールふれて曰く］「ラーマーナンド我を見ずば，いかしにて師１F

をせむ｣。

［内なる声の応えては〕「夜に出かけて路地に居れ，従者と共にかの師

いで到らむ｣。

(5)r且tibasyaugaiIamaimjailrammakahiyaarubhetyapalll

janakaihiradaibadhyauchav且Ikablraapanaimghari

uIhiavall

夜，［カピール］路地に出かけ伏せ居りて，ラームと述べて［師との〕

会遇を得たり。

－９９－
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冊依者の心よろこびに溢れ，カピールおのが家に立ち戻りぬ゜

(6)maIalmhItilakabanayfllkabirakaraisantanakabh且yall

Iokajatradarasanaavaildasakabiraramagunagavaill

数珠を執り印を付けて，カピールはサントの如き振舞いをなす。

人びと列をなして見に来たり，カピールダースはラーム（神）の徳を

識え歌う。

(7)kuIumbasajanasamadhimiIarovaimlbikalabhayaukahe

gharaSovaill

makamadmahamarasajaIkaIamamrojaauranivaja11

家の者，義父より築いて噸けり，「狂いけり，なぜに家を捨てさるや｣。

マッカー（メッカ)，マディーナー（メディナ)，我が家の仕来たり，個

条，断食そしてアッラーへの祈りを｣。

(8)tabakabirakailagljhalalmathaitilakagudnparimaIall

rekabiratumkinabharam包y団IyahaparhSandakahamtaim

Iyayａｌｌ

その時，カピール熱につかれた如く，甑に印ザ首に数珠を着けてあり。

［家の者曰く〕「カピールよ’お前を誰が惑わせたりや，この邪敬をば

どこから持ち来たりしや｣。

(9)apanirahacaly且mgatihoilhmdUturakabujhiIaidoill

acambhabhayasakaIasams証包｜ralhmanandalagaIpukaral｜

［カピールの応えては］「己がiii歩めば征悟あらむ，ヒンドゥー［敬從〕・

トゥルク（イスラーム教徒）両者に尋ねるがよい｣。

鯖き入りし世の人々，ラーマーナンドにかく訴えり。

(10)musaIamEimnajulahaaikalharibhagatanakapaharyabheSall

kirａＳｉｋａｒａｉｕｎａｈｕｍｄｅｉｌｂｕｊｈｙａｍｎａｍｖａｔｕｍｈａｒａＩｅｉｌｌ

「ムサルマーンのジニラーハーひとり，ハリの帰依者の衣を身に滴け

てあり。キールタン（神の瀦弓の称讃）をなし彼らに分け与（教）えお

－９８－
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（17）

る。尋ねるIこ御身の名ぞ唱う｣。

(11)tabarammanaxndaturatabulayalagaimplchailhparadadyayall

rekahim団I且kabadInltohilabatnlhnaHilvahamarEi1elll

さてラーマーナンド即座に［カピールを］呼び寄せて，前後に樋下ろ

されつ。

［ラーマーナンド，カピールに尋ねて］「我，数珠をいつ授けしや汝に，

いま汝はなぜに我が名前を語るや｣。

(l21hamar孟tibaisegaiI団ｍａｉｍｊ誼lsevagasahatatumanikase

alll

r包巾、且kahyamarubhetyapaUlhamaimkahyaarutumahaim

kahaulI

「私，夜出かけ路地に居りけるを，徒者従え御身いで到りぬ。

ラームと仰せられ，私，［御身との］会辿を得たり，私に［ラームと］

仰せられ私も［ラーム］とFIIし上げたり｣。

(13itabahumapamaimghariuthiay且’且mnandamaganap妃ｍａ

ｎＰａｓａｐａｙａｌｌ

ｒｅｙｕｍｔａｕrammakahaisabakoIlaislbhﾖntinaharijanaholll

「そうして己が家に立ち戻り，歓びにひたりて愛情の精髄を得たり｣。

［ラーマーナンド応えて曰く］「そのようにラームと誰もが申す，それ

ではハリの帰依者になれぬものなり｣。

(14)guragobindakrpajauhoIIsataguramilainamusakalakolll

sabaasamnasahajamaimhoilaisaims面dhakahaimsabakolll

［カピール応えて曰く］「師とゴーヴィンダ（ヴィシニヌ神）の恩恵あら

ぱ，正師得たれば，難しきこと何もなし。すべて容易で本然たり，こ

れぞすべてのサードゥ（求近者）の説くところなり｣。

(151paragaladarasanadyaugus目ｍｌｌｎａｈｉｄｅｈａｕｔａｕｍａｒｉｈｕｍ

ｋａ]aｐａＩｌｌ

－９７－
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nrmalabhagatikabirakicinhimlparadasolyEidichadmhImll

｢御示現下され王よ，さもなくば泣き死ぬらむ｣。

［ラーマーナンド］カピールの無垢なパクティ（偏愛の念）を認め，帳

を解いてディークシャー（人１１１倣礼）を授けり。

UQbhﾖgabaderammanandagurapﾖyヨIjammanamaranabharama

gamﾖyEill

［カピールは］いと幸いなり，ラーマーナンドを師として得たり，生

死の誤謬を減したり。

（doha）rammanandagurapaiyacmhyambrahmagiyamnal

upajIbhagatikablrakaipay且padanTbamnall

ラーマーナンドを師として得たり，プラフマンのUj知を悟りぬ。

パクティ，カピールに生じ，ニルヴァーナの境地を独得せり。

（doha）rammanandakausiSahaikabiratakausantal

bhagatididhamvanaautaryaugavaidasaanantall

カピールはラーマーナンドの弟子にしてサントなり。

［カピールは］パクティを強固にせむと化身せり，アナントダー

スは［かく］讃え歌う。

上に引用したＡＫの第１んａｒｎｍＡａの記述は，年代的に近いと想定で

きるjVBの抽象的なメモ書き風の肥述と異なり，カピールとラーマーナ

ンドとの関係について具体的である。それを要約してみると，

（１）カピールは，かつてイスラーム教徒で，しかも織工であった。

（２）多分イスラーム改宗以前は，シャークタ派を信奉していた。

（３）ヴィシュヌ信徒になるべくラーマーナンドに師事せよとの｢天の声」

があった。

（４）カピールはラーマーナンドが従者と共に通う道に伏せていて，ラー

マーナンドが「ラーム」と司ったのをディークシャー（入門磯礼）の

とき授けられるマントラと受けとった。

（５）カピールが突如ヴィシュヌ派Ⅲi雌の装束を身につけるようになった

ので家の者たちは嘆き悲しみ，人々はラーマーナンドにそれを訴えた。

（６）ラーマーナンドは，その事１Wが理解できなかったのでカピールを呼

－９６－
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び寄せ，両者の１１Mに級をドろしてではあるが，直接理111を熱れた。

（７）ラーマーナンドはカピールの純粋なパクティの念を認識して，帳を

上げ直接に正式にディークシャーを伝授した。

ということになる。

ｊＶＢおよびＡＫに見られるカピールとラーマーナンドとのUU係は，約

一世紀後の1712年に将わされたⅣＢの１１:釈ｉｌＦＰＢのｈα"iノノ268-269に

次のように１W税されている。

atihigambhiramatisarasakabirahiyoIiyobhaktibhavajati

piimtisabatfiriyailbhainabhabanidehatilakaramﾖnnkarau

karogururamanamdagarerhmaIadh且riyailldekhaimnahim

mukhameromanikaimmaIechamokojatanh且Huagang且kahl

magatanadariyailrajanIke§eSamemave5asomcaIataapa

paraipagaramakahaimantrasobicariyaill26811

いと深き思慮と情趣豊かなカピールは，心にパクティの念を抱きジャ

ーティなどすべてを退けり。天のｊＨＩの曰く「体に印を画き首に数珠を

付けラーマーナンドを師となせ｣。［カピール応えて曰く］「私をムレ

ーッチャ（異教徒〉と見倣し顔すら見て下さるまい」〔天のj1l曰く］「lMj

はガンガーの沐浴に通われる，道の途【１１に身を伏せておれ｣。夜もり］

けぬうち［神の念想に］昨念して歩むお師匠様，足が［カピールの体

に］当たるやラームと発し，［カピールはそれを入門の］マントラと

兄微したり。

ｋｍｉｖａｈｉｂａｔａｍａＩヨtiIakabanayagatamaniutapatamata

sorakiyobhariyailpahumcipukararamanandajnkepasaani

kahikaupnchetumanamaleucariyaill］yavaujppakarivako

kabahama6iSyakiyolyayekariparadamempdcｈｉｋａｈｉｄ団r‐

iyailrZimanamamantrayahiIikhyosabatantranimemkhoIi

paIamiles且ThclmatauradhEiriyaill

［カピールは］まさにその如くなし，数珠と印を身に付け［神の名号

を］欲い職えり，［家の］大事と思い母，家の者ども鼬ぎ立つ。そのm｝

びラーマーナンド抑の許に届き，側人告げて曰く」〔母親の］誰に〔哲

－９５－
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いしゃ〕と尋ぬるに，Ｌカピールの応えるに〕お師匠様の御名を譜っ

ておると｣。［お師匠様の命じて曰く］「その者を捕え巡れて参れ，い

つ我が弟子となしや」［カピールを］連れてこさせ帳の中で［お師匠様

が］尋ぬれば［カピールすべてを〕話し明かしぬ。「ラームの堵号ぞマ

ントラなりと，タントラすべてに記してあり，覆いをDIIけi\られし真

実の教え心に抱けり」と。

先に引用したＡＫのih｣述と今ここに引用したＰＢの紀述の１１１１には微妙

なニュアンスの相異を石取でざる。すなわち，ＡＫではカピールの出目が

明確に記してあるが，ＰＢは｢ムレーッチャ」とのみ記してあることである。

PＢが著作された18世紀初頭には，カピールがイスラーム教徒であったと

いう伝説は，少なくとも伝犯作者の間では重要視されなくなったであろう

ことが窺い知れる。この傾向はその後さらに進展して，１７６２Ａ．、、ころ著

わされたマハーラーシニトラ地方のパクティ信仰のワールカリー派所脳の

伝記作者マヒーパティ（Mahipati）の『パクティ・ヴィジャヤ』（ＢｌｌｑＡｊｉ．

n㎡myα）では，カピールは,叙事詩の絹者ヴィヤーサ仙の息子シニカ（Suka）

の化身として降誕し，ガンガー川に流れているところを，イスラーム教徒
（18）

の織工に拾われ養育された，とl己されている。現マッディヤ･プラデーシ

ュ州チャッティースガル地方のカピール派の一支派ダルムダース派（Dha・

rmdasl-6akha）所属の学I仲パルマーナンドダース（Parmananddas）が1887

A．Ｄ・に著わした綱要it｝『カピール･マンシュール』（KnbirMz"s航r,「カ

ピールの光卸」の意味）は，永趨の神サティヤ・プルシャ（SatyaPuruga）が

歴史上の人物カピールとしてカーシー近郊のラハル・クーラー池に強い光

を発して降誕し，それをニールーとニーマーというジニラーハー（イスラー

ム教徒の繕工）夫蝿が拾い養育したと記している。さらに，この夫婦は，

過去世においてカピールに州依した不可触民の両親であり，その息子の帰

依の巧徳によってIii世においてバラモンとなったものの，その前世でカビ
（19）

－ルに帰依しなかったため現世でジニラーハーとなった，ともildしている。

いずれにせよ，カピールとイスラーム教との関迎を示す伝説は，後代にな

ればなるほど希ｉＷになってゆき，それと反比例してカピールの「化身」神

話が増大してゆく。この1F態はカピール派の「ヒンドゥー化」と捉えるこ
（20）

と力§できよう。
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ＡＫと」｡Ｂの第２の相違点として，上記の点と実画的に関辿すること

であるが，Ａｊｒはカピールが，かつてシャークタ派を傭不していた染H1に

腐していたことを示唆しているのに対し，ＰＢおよびそれ以後の伝肥には

まったく記されていないことである。神格に世界形成力としての能力（シ

キクティ）を認め，シヤクティの顕現である現実世界を宗紋的目標述成の

ための手段とし，シャクティの災象である|Ⅱ'1妃を崇拝するシャークタ派の
（21）

教誕は，１２世紀ころにゴーラクナート(Gorakhnatll＜Gorakimatha)が体系
［型）

化したナート派の教雅に採り込まれており，ナート派のMjtく絶対者の観念，

実践方法であるハクヨーガの術播とその絶対的境地の逆説的表現などが力
（23）

ビールの忠想に深iMiなる影癖をljhえている。従ってＡＫのlid述の「シイ・

_クタ」とは，実際にはナート派を指示しているものと思われる。また

Ａｊｒのこの記述は，ナート派をIii躯していた職工のジャーティ楽団が，カ

ピールの世代からそう遡らない世代にイスラームに改宗していたことの雌

iI7のHIH左でもある。ナート派ないしシャークク派の教義は仏教最終Ⅲ]のザ
（型）

ハジィ･乗とほとんど1司一であり，バラモンを頂点とするヴァルナ体制やヒ

ンドゥー社会の伝統的な既成観念を否定する半仏敬的なナート派の伯仰が，

イスラーム改宗以Iiiの織工など職人カーストのlIUに凶まっていたであろう
（窪）

ことが，これまでの研究によってlif定されている。

第３の相述点として，カピールのラーマーナンドへの師Pliの経緯の把述

の部分で，AjTはカピールが再皮「正式に」ディークシＪｌ･－を授かったと

記述しているのに対して，ＰＢにはその記述がないことである。「天の〕lfJ

の命令に応じて，カピールがいばばトリックを使ってラーマーナンドに師

ＴＩＦしたと向己認識しヴィシニヌ派償徒の装束と振舞いをするようになり，

蒙族の者がそれを：jlilリルラーマーナンドに賑え{Ｈると，ラーマーナンドは，

おそらく異教徒との面会による不浄を避けるために帳をIlljに下ろしてカピ

ールに会った，というところまでは共通しているのであるが。推定でしか

ないが，ＰＢの作者が「正式な」ディークシャーを記述する必要を嘘じな

いほどに，「非公式」であっても岐初の出会いに宗教的に爪火な意義付け

をする考え方がこの時代にあったと思われる。

これら三点の相述点に対して，ＡＫとＰＢの記述に｣（通する色調とし

て，ラーマーナンドへの師J1Fの，カピールのI(ﾘの主体的理由が示されてい

ないことである。さらにラーマーナンドに召喚されたカピールは，すでに

－９３－
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DII悟したもののように[I己のlMiliiをラーマーナンドに告げてさえいる。こ

れらのことがらを根拠に，４Ｋと，さらにはjVBがカピールとラーマー

ナンドの師弟1111係を意図的に作り上げたとも推定できる。

4．緒び

カピールの原典ＡＣ,ＰｖおよびＢｒにラーマーナンドの名iMIは，まっ

たく兄当たらない。にもかかわらずＡＫ以後のカピールの伝記には，上

に見て来たようにラーマーナンドが師であることは｢I明のことであるかの

ように仏j1tされて来ている。ことにカピール派においては，そのIWIiwi化が，

当然のことではあるが，進んできた。さらに，カピールがナート派的ヨー

ガの世界観から愛l]iを強馴Mするバクティの世界に超脱した亜要な契機とし

てラーマーナンドの介在をiul定する護鎧も提111されていることは先に見た

通りである。ラーマーナンドの、藩とされる文献が極めて少ないことも，

問題を棋雑にしている。彼のヒンディー古語の作とされるものに『ギャー

ン・ティラク』（ﾉﾙ何〃ＴｗｎＡｌ，「知繊の印｣)，「ラーム・ラクシャー』，（随,'２

｣?"俺.何，「ラーム神の防遡｣)，『ヨーガ・チンターマニ』（ＹｂぎＵｚａ,8鮪,,ｌａ１,i）が

あるが，ナート派的ヨーガと幽身法を説くものである。今日のラーマーナ

ンド派には彼に帰されるサンスクリット語の教幾t!｢，儀礼書の『ヴアイシ

ニナヴ丁・マタープジャ・パースカラ』（ｖａｆＦ,8口”ｊｗｌ屈肱曰晦ｓｈａｒｑ)，『ラ

ーマ・アルチャナ・パッダティ』（砿":丘rca"ａＰｍｆ征Ｍｉ）が伝えられてい
（26）

ろが，どれも彼の英作かどうか疑ｵﾌしい・

では，ラーマーナンドとカピールの師弟関係が，それが史実であるか否

かに関らず,何故なければならないのかという疑IHIが当然生じるが,無給そ

の回答は推測の域を出ない。まずナーパーダースやアナントダースにとっ

てこの師弟関係の伝記の窓餐はどう解釈され抑ろか。ラーマーナンド派の

彼ら伝記作者がこの関係を強鯛するのは，ラーマーナンドがカピールより

も勝れていることを示そとする窓図，あるいはカピールに対する人々の侭

頼をラーマーナンドに向ける通志によるのかも知れない。また彼ら仏i尼作

者たちがカピールらサントたちの系譜に対して好適的な姿勢を示している

のを見ると，カピールとラーマーナンドの師弟関係を強調することによっ

て，１１派の内部にあった宗救的・社会的保守性に対抗しようとした，その

－９２－
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遮忠を反映しているのかも知れない。逆にカピール派にとってこの関係の

怠幾はどうであろうか。ラーマーナンドを正統ヴィシニヌ派の神学者とし

て，カピールの師匠とすることによって，カピールのもっている宗教的・

社会的急進性をtIn和し，カピールを「ヒンドゥー化」しようとする動機を

反映していると思われる。

ここでは，ｊＶＢの記述の｣:題であるカピールとラーマーナンドの師弟関

係にだけ課題を絞りＡＫとＰＢの該当簡所の記述と比較することによっ

て，カピールの伝紀の宗教社会的意味の考察を試みた。伝記の他の主題や

伝iltlそのものの資料的有用ｾｌｉなどの考察は他日にjUIす。
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